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多くの先進工業国では虚血性心疾患による死亡は全死亡のり2から1/3を占めてお
り，しかもこれらの疾患は働き盛りの成年屠に多発する傾向がある。そして， こ
の疾患を克寂するため，数多くの Riskfactorが発見され，放射性同位元素，超
音波などを夜った新しい検査法や冠動脈撮影法の普及による診新の進歩， CCUを
始めとする新しい治察法の開発が続々と行われているにもかかわらず，本症の擢
患率や死亡率の改善は進んでいないのが現状である。これらの事実は虚血性心疾
患の成因や病惑がきわめて複雑であり， 多くの心理的社会的要素が関係している
ことを示すものであろう。
本書は，虚車註心疾患の Rおkfactor として最近とくに注吾されているこのよ
うな心理的・社会的側面について， 1979年， Hoehenriedで行われた国際ワークシ
ョップをまとめたものである。この中でとりあげられている心理的・社会的関係
因子として辻， A型性格(行動的で競争心が強く，せっかちで強精，常に時間が
不足している感じを持ち，敵慌心に富み攻撃的な性搭)，仕事ストレススコア〈仕
事の不満， 身手本的仕事環境に対する要求， 仕事の情況の変化， 仕事の速度，責
任度，昇進，給料，職業上の対人関捺，心理的社会的不満などり仕事上の負担
をスコアとして示したもの， Kornizer)，職業上の問題 (30日以上の失業，責径の
増大，余分な仕事，上金者との対立， あまりにも少ない責任，仕事に関する将来
の不安，いちだち，仕事を急がされること，仕事に対する集中力の強制， もめ事
の解決，座り続けた!?，立ち続けたりする仕事，仕事の中断，仕事時間の不足，
顧客を瀧足させられないこと，仕事場の騒音，重労働)，家長室内の問題〈子供に関
保する苦労，夫婦問の不仲，居住環境の不良， I購入とのいざこざ，一般的な人間
関係)，健慶への不安，教育状態2 社会階綾など数多くのもものがあ予，その一つ
一つが虐血性心疾患の危険因子として重要であることが示されている。
そして， これらの心理的社会的因子が虚血性心疾患をひき起す原因としては，
中枢神経系への強い刺激による交感神経と下重体-ACT百一副腎系の輿奮が示唆
されており F 本症の病建生理を理解する上で， これらの心理的社会的背景を無視
できないこと，本症の塁療に当っては， これまで力説されて来た専門家間の技欝
面での協力やチームワークと同様に新しい形での医療相談，心理療法が必要であ
ることを述べている。また，一方，職場の環境の改善， ストレスの防止， 自己鍛
練法， 良い対人関孫を作雪上げること， 社会互助の精神が室長江性心疾患の予坊に
大切であることを示している。
以上，本書は産車性心疾患を直接診新， 治療する内科医にとって， 患者の生活
歴がいかに重大であるかを教えてくれるだけでなく， 公衆衛生， 産業医学，精神
医学，心理学の方面にたずさわる人々にも多くの謂題を提起しているものであっ
て，多くの人々に斜一読を勧めたいユニークな内容の本である。(増田善昭〉
〔千葉医学， 59，70，1983J 
